




全身性新生児ヘルペス症の報告例が増加しつつあるが,その感染経路としては,母体の産道

に感染しているヘルペスウイルス(HSV)による垂直感染と院内感染による水平感染がある。

筆者は,産科的な立場から前者について検討をしてきている｡諸々の状況から垂直感染によ

って発症した新生児ヘルペスについて,母体の分娩時の産道の状況をみると,大部分がヘル

ペスウイルス感染を疑う症状はなかったとされている。しかし,ここには,二つの問題があ

る。一つは,性器ヘルペス症を診断するのに絶対に必要なウイルス学的検査が日常的に行え

ないため誤診していた可能性,もう一つは,子宮頚管の不顕性感染を見逃がしている可能性

である。いづれにせよ,簡単に行える検査の開発が望まれる。従来の組織培養法は,確実で

はあるが,時間と手数がかかり極く特殊な機関でなければできないものであった｡ 

今回,簡便で迅速にヘルペスウイルス感染を診断できるモノクローナル抗体を用いた螢光

抗体法のキットが開発されたのでその臨床応用の可能性を追求し,使用上の問題点を検討

した。 


